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書物における図像：「外像」について 

山田 奨治（国際日本研究専攻） 

 

１．「外像」とは 

外国からみた／外国に対してみせた日本像のこと（日文研の造語） 

• 「外像」資料の形態 

Ø 古写真（幕末期〜）白黒写真に絵師が着色したものがある 

Ø 版画、印刷物（古写真からの転載もあり） 

Ø 写真絵はがき 

 

２．代表的な初期写真技法 

• 銀板写真（ダゲレオタイプ；1839 年発表） 

Ø 一点もの。露光時間：初期は 10-20 分。改良されて数秒程度。 

• 湿板写真（1851 年発明） 

Ø ネガなので複製可能に。露光時間：5-15 秒程度。 

• 乾板写真（1871 年発明） 

Ø 露光は瞬時。手持ち撮影可能に。 

 

３．代表的な写真師 

• フェリックス・ベアト（1832-1909） 

Ø イタリア生まれ。イギリスの写真家。1863-84 横浜に居住。幕末の日本の

風景を撮影。1877 年に写真を弟子のスティルフリードに売却。代表作

『Views of Japan』。 

• ライモント・フォン・スティルフリード（1839-1911） 

Ø オーストリアの写真家。横浜でベアトに写真術を習う。1871 年に横浜に

写真スタジオを設立。1884 年に資産を弟子の日下部金兵衛に売却。 

• 上野彦馬（1838-1904） 

Ø 日本最初の写真師とされる。蘭書から独学で湿板写真を学ぶ。1862 年、

長崎に写真館を開設（日本最初の写真館といわれる）。坂本龍馬を撮影

したと長くいわれていた（現在の通説は弟子の撮影）。 

• 下岡蓮杖（1823-1914） 

Ø アメリカ人写真家ジョン・ウィルソンから写真術を学ぶ。1862 年、横浜

に写真館を開業。外国人向けの風俗写真が多く残っている 

• 日下部金兵衛（金幣、1841-1932/34） 

Ø ベアト、スティルフリードのもとで着色技師として働く。1881 年頃独立

して横浜に写真館を設立。ベアト、スティルフリードのネガを引きつぐ。
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1912 年に引退。アコーディオン型のアルバムが特徴。 

 

４．文化の伝播と写真 

• ひとつのネガから大量のプリント（ネガポジ法以後） 

• プリントがさまざまな場所に保管されたことから残存数が多い 

• 写真が本の挿絵に転載された 

 

５．古写真をみるときの注意点 

• キャプションには間違いがよくある 

• モデルに適当なポーズをとらせた「やらせ」写真がある（外国人向け土産品

によくある） 

• 色は想像で着色したものがある 

 

６．主なコレクション 

• 日文研（外像データベース、古写真データベース） 

• 長崎大学附属図書館 

• 横浜開港資料館 

• 東京都写真美術館 

• 石黒敬七コレクション（個人所蔵） 

• ライデン大学、ヴィクトリア＆アルバート博物館など海外多数 

 


